








はじめに 

サリドマイド胎芽病や胎児性アルコール症候群にみられるように,催奇形性物質による奇

形は,多系統にわたる多発奇形の形をとることが一般的である。したがってモニタリングの

有効性を向上させるには,指標として多発奇形を取り上げる必要がある。モニタリングに多

発奇形の観察を導入する際の問題点などを整理してみたい。 


